
(2点×2=4点)

(1)

(2)

(2点×3=6点)(1点×5=5点)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

Step１説明3 単元末テスト３章　一次関数 Date (                        )   
 Name (                                               ）

点数

次の文章にかんして，y を x の式で表しなさい。１

(1) 

１ 　次の一次関数のグラフを，
それぞれかきなさい。

3 3

100

(2)
(2) 縦の長さが x cm，横の長さが y cmの長方形の 

　 面積が20 cm のとき

(3) 比例定数が －2 の反比例の式 y

(4) 半径が x cmの円の面積 y cm 2

(5) 上の (1) ～ (4) の中で一次関数であるものを番号ですべて選びなさい。

2 　一次関数                          にかんして，次の各問
いに答えなさい。

y =
2
3

x − 4

(1) 変化の割合と切片を答えなさい。

(2) x の増加量が－3のとき，y の増加量を求めな 

　 さい。

2
(1点×2=2点)

(1)

(2)

y = −
x
2

+ 3

(3) y = x − 3

y

x
O

4 　次のグラフから一次関数の式をそれぞ
れ求めなさい。

4

y

x
O

(1) (2) 

x × xy = y = π x2π ×

y = π x2

(1)

変化の割合：
切片：

y =
2
3

× (−3) = − 2

−2

(2)

(3)

y = − 2x − 2

y =
1
2

x + 3

x cm 

2
3−4

(1) ５mのテープから x cm使ったとき，残りの 

　  テープの長さy cm

y = 500 − x5m＝500cm なので，

y = 500 − x

y cm x × y = 20 y =
20
x20 cm 2 

y = −
2
xy =

a
x

a：比例定数

y =
20
x

y = −
2
x

y = −
2
3

x + 2

(1) 



(3点×4=12点)(3点×4=12点)

(1)

(2)

(3)

(4)

　次の条件を満たす，一次関数の式を求め
なさい。ただし，y は x の関数である。

5 5 6 6

(1) 変化の割合が－1で，点(－6，1)を通る直線 

　 である。

(2) x の増加量が3のとき，y の増加量が－6で， 

　 x＝2のとき， y＝－1である。 

(3) 　　　　　      のグラフと平行で，切片が－3の直線である。y = − x +
4
3

a = − 1より，
y = − x + b

1 = − 1 × (−6) + b

b = − 5
よって，
y = − x − 5

y = − x + 2

変化の割合(�a ) = −6
3

= − 2

y = − 2x + b

−1 = − 2 × 2 + b

b = 3 よって， y = − 2x + 3

y = − 2x + 3

y = − x + b

a = − 1 より，

b = − 3

よって，

y = − x − 3

y = − 4x + 3

・・・①

・・・②

これを解くと， よって，

(1) 

　次の一次関数のグラフを，
それぞれかきなさい。

(2)

(3)

(2) (3)

3x + y = 4

(4)

−8 + 4x = 0

2y + 2 = 0

(4) 

7 下図の２直線 m，n の交点を求めなさい。

y

x
O

 m 
  n  

(4点×1=4点)

(x，y)＝(            ，        ）

7

y = − 3x + 4

y

xO

グラフより， 

直線 m，n はそれぞれ

y =
5
2

x − 1{
これを解くと，

(x , y) = (24
13

,
47
13 )

24
13

(4) x＝1のとき，y＝－1，x＝2のとき，y＝－　である。
1
2

−1 = a + b

−
1
2

= 2a + b{
(a , b) = (1

2
, −

3
2 ) y =

1
3

x −
3
2

y =
1
3

x −
3
2

y = − 1

x − 3y + 9 = 0 y =
1
3

x + 3
(1) 

x = 2

y =
1
3

x + 3

47
13

切片が-3なので，



8
(5点×3=15点)

(1) (x，y)＝(     ，  )

(2)

(3)

8次の図について，次の各問いに答えなさい。

y = −
1
2

x + 4

y =
3
2

x + 2

(1) ２直線の交点Aを求めなさい。

(2) △ABCの面積を求めなさい。

(3) 点Aを通り，△ABCの面積を二等分する直線の式を求めなさい。

２直線の交点Aは， 
連立方程式を解くと，

点A (x, y) = (1,
7
2 )

点B，Cは y 軸上にあるので，

よって，

0

点C (x , y) = (8, 0)

点B (x , y) = (−
4
3

, 0)
△ABC =

28
3

×
7
2

÷ 2

=
49
3

二等分するためには，底辺BCの長さを半分にすればいいので，

辺BCの中点( 14
3

, 0)を通ればよい
よって， ・・・①

・・・②

7
2

= a + b{ y = −
21
22

x +
49
11

よって，

1
7
2

A

B

y

x
O

C

49
3

0 =
14
3

a + b

y = −
21
22

x +
49
11

9

A

C

y

xO

B

次の図について，次の各問いに答えなさい。
(6点×3=18点)

(1)

(2)

(3)

9

(2, 2)(−3, 1)

(1, − 1)

(1) 直線ABの式を求めなさい。

(2) 直線ACの式を求めなさい。

(3) △ABCの面積を求めなさい。

・・・①

・・・②

2 = 2a + b{ 1 = − 3a + b

これを解くと， (a , b) = (1
5

,
8
5 )

よって，
y =

1
5

x +
8
5

y =
1
5

x +
8
5

・・・①

・・・②

2 = 2a + b{ −1 = a + b

これを解くと， (a , b) = (3, − 4)

よって， y = 3x − 4

y = 3x − 4

　(全体の面積)－(①＋②＋③）＝△ABC 

(全体の面積) = 5 × 3 = 15

(△①の面積) = 1 × 5 ÷ 2 =
5
2

(△②の面積) = 4 × 2 ÷ 2 = 4

(△③の面積) = 1 × 3 ÷ 2 =
3
2

よって，

15− ( 5
2

+4 +
3
2 ) = 7

7

①

② ③

△ABC 



(8点×1=8点)

(1)

(7点×2=14点)

(1)

(2)

　下図の長方形ABCDで，点Pは頂点Aを出
発して，辺上をB，Cを通ってDまで動く。
点PがAから x cmだけ動いたときの△APD

の面積を y ㎠として，次の各問いに答えな 
さい。

10 10 11

11

(1) 点Pが辺CD上にあるとき， x と y の式で表しなさい。

26

　けん君は姉のさくらさんに忘れ物を届けるために，家から5km 
離れた図書館に歩いて向かった。姉のさくらさんも連絡を受け，
けん君が家を出発して16分後に図書館を出発し，けん君が図書館
まで通る同じ道を通って，分速200mの速さで家のほうへ自転車
で向かった。 

(1) ２人が会ったのは，家からどの地点か求めなさい。

（けん君について）

y =
200

3
x

（さくらさんについて）

y = − 200x + 8200

グラフの交点が出会った地点を表してい
るので，

{ y =
200

3
x

y = − 200x + 8200

2050m

D
6 cm

B C

4 cm

A
y ㎠

P●

y = − 3x + 42

(2) △APDの面積が 6 cm  になるのは，点Pが点Aを出発してから何秒後か， 

　 すべて求めなさい。

2

点Pが辺AB上にあるとき，

3x = 6

x = 2

△APD＝3x なので，

点Pが辺CD上にあるとき，

−3x + 42 = 6

x = 12

△APD＝－3x＋42 なので，

y = − 3x + 42

2, 12 秒後

　下図は，けん君が家を出発してから x 分後の，家から図書館ま
で(けん君)と図書館から家まで(さくらさん)の道のりを y mとし
て，x，y の関係をそれぞれ表したものである。このとき，次の各
問いに答えなさい。 

２人が会ったのは，家から2050mの地点

これを解くと， (x , y) = (
123
4

, 2050)


